
































































































































　神奈川県 A 市の幼保連携型認定こども園に通園する 1 歳児～ 5 歳児の保護者272名、有効回
答数147名（有効回答率54.0%）。
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2 　調査時期































　園児の性別は、男児80人（54.4%）女児67人（45.6%）で、園児の年齢は、1 歳児 5 人（3.4%）、
2 歳児 6 人（4.1%）、3 歳児44人（29.9%）、4 歳児47人（32%）、5 歳児45人（30.6%）であった。






























抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
一緒 67 遊ぶ 11 話す 6
動画 35 絵本 10 プロジェクト 5
見る 28 親子 10 園 5
幼稚園 25 読む 10 過ごす 5
増える 24 コミュニケーション 9 会話 5
時間 23 生活 8 楽しい 5
歌 20 普段 7 楽しむ 5
子ども 17 教える 6 観る 5
歌う 16 見せる 6 機会 5
先生 16 見れる 6 行う 5
出来る 13 減る 6 前 5
体操 12 取り組む 6 特に 5
思う 11 変わる 6
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抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
意識 28 関わる 10  読む 7
生活 27 今 10 普段 7
一緒 26 特に 10 料理 7
子ども 24 家 9 絵かき 6
時間 22 過ごせる 9 行く 6
過ごす 20 規則正しい 9 室内 6
遊ぶ 20 増える 9 少し 6
遊び 18 動かす 9 楽しむ 5
ストレス 13 聞く 9 気 5
出来る 13 たくさん 8 言う 5
変わる 13 考える 8 行う 5
リズム 11 思う 8 使う 5
幼稚園 11 自宅 8 日々 5
外 10 運動 7 父親 5
楽しい 10 体 7 毎日 5








































に増えた（プラス 2 時間以上）」31.6%、「かなり増えた（プラス 1 時間～ 2 時間未満）」25.6%、
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A Study of Human Relationships Among Young Children
Refraining from Going to Centers for Early Childhood Education
And Care
-Analysis by Text Mining Based on Free Description of Parents Who have Infants
go to Certified Centers for Childhood Education And Care-
Masatoshi KISHI1）　　Yoshie OHMURA2）
1 ） IKUTAHIMAWARI Kindergarten　
2 ） Candidate for the Master’s degree of early Childhood Education at SEITOKU University
Summary
 
Focusing on the human relationship between the infants who are refraining from going to 
centers and their parents. text mining analysis was conducted based on the free description 
of the parents who have children aged 1 to 5 who go to certified centers for early child 
education.
As the parents spend more time at home, the parents and the children communicated 
more. The parents read picture books to their children, sang together and did gymnastics 
together with videos distributed from the centers. On the other hand, it was speculated 
that the parents were stressed to follow a regular life rhythm, to cook, and to think about 
how children are able to spend their time with fun while playing. It was suggested that the 
increase in the parents’stay time at home did not change the sociality and relationships 
among the infants, but it was suggested that the involvement of father, reading of picture 
books, and parenting in home were important.
Key Words: human relationship between the infants who are refraining from going to 
centers and their parents, text mining, communication between parents and their children, 　




























































































1.調査期間　平成30年 3 月～令和 2年 3月まで
2.インタビューの対象者と人数
　　昭和20年代後半～平成後期において幼稚園教諭をしていた方10人
　　　　・昭和20年代～　　　　　　　　　　　 　　 1 人
　　　　・昭和30年代　　　　　　　　　　　　 　　 1 人
　　　　・昭和40年代～　　　　　　　　　　　 　　 2 人
　　　　・昭和50年代～昭和後期（昭和64年まで）　　2 人
　　　　・平成元年～平成中期（平成15年まで）　 　 2 人
　　　　・平成中期～平成後期（平成31年まで）　 　 2 人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 10人　　　　　　
※10人の幼稚園教諭経験者は、全員幼稚園教諭として15年以上経験がある人で、そのうち 9 人
は、公立幼稚園に勤務していた。 9 人のうち 3 人は園長、 2 人は教頭経験者である。またそ

















































































































































































































































































































































































































































　聖和短期大学紀要　第 3 号（2017）p. 83　















































































































































よいこととした（作品例 １ ・ ２ ）。次週で履修者の全作品をパソコン上で共有し、一枚一枚鑑
賞する作業を行った。これが一連の流れである。
　学生から寄せられたアンケート結果は以下の通りである。





　　　　 １ 　　　    ２ 　　　　 ３ （ ４ ）　　 ４ （１５）　　 ５ （１６）
Q ２ 　書写で学習してきた内容を活用することができた
　　　　 １ 　　　    ２ 　　　　 ３ （ ４ ）　　 ４ （１８）　　 ５ （１３）
Q ３ 　書写字典を活用できた
　　　　 １（ ２ ）　　 ２（ ９ ）　　 ３（１１）　　 ４（ ５ ）　　 ５（ ８ ）
Q ４ 　半紙に練習する学習よりも楽しかった
　　　　 １（ １ ）　　 ２（ ２ ）　　 ３（１３）　　 ４（１４）　　 ５（ ５ ）
Q ５ 　自分で作った俳句を書くことにより、書写の学習内容を活用する姿勢が強まった
　　　　 １ 　　　    ２（ ２ ）　　 ３（１0）　　 ４（１５）　　 ５（ ９ ）
Q ６ 　色やイラストを加えることにより、国語や文字の世界観が広がった
　　　　 １（ １ ）　　 ２（ １ ）　　 ３（ ６ ）　　 ４（１１）　　 ５（１６）
Q ７ 　ブレークアウトセッションが楽しかった
　　　　 １（ １ ）　　 ２（ ２ ）　　 ３（１0）　　 ４（１４）　　 ５（ ８ ）
Q ８ 　鑑賞の時間が楽しかった
　　　　 １（ １ ）　　 ２（ ３ ）　　 ３（ ４ ）　　 ４（１0）　　 ５（１７）
Q ９ 　鑑賞の作業で他の人の個性や多様性を発見できた





























　　　　 １ 　　　    ２ 　　　    ３（ ６ ）　　 ４（１３）　　 ５（１７）
Q ２ 　書写で学習してきた内容を活用することができた
　　　　 １ 　　　    ２ 　　　    ３（ ６ ）　　 ４（１２）　　 ５（１８）
Q ３ 　書写字典を活用できた
　　　　 １（ ４ ）　　 ２（ ８ ）　　 ３（ ８ ）　　 ４（ ８ ）　　 ５（ ８ ）
Q ４ 　半紙に練習する学習よりも楽しかった
　　　　 １（ ３ ）　　 ２ 　　　    ３（１４）　　 ４（１２）　　 ５（ ７ ）
Q ５ 　自分で作った短歌を書くことにより、書写の学習内容を活用する姿勢が強まった
　　　　 １ 　　　    ２ 　　　    ３（ ９ ）　　 ４（１４）　　 ５（１２）
Q ６ 　写真やイラストを交えたことにより、書写の学習内容や目標観がよく見えた
　　　　 １ 　　　    ２（ １ ）　　 ３（１２）　　 ４（１３）　　 ５（１0）
Q ７ 　写真やイラストを交えたことにより、国語や文字の世界観が広がった
　　　　 １ 　　　    ２（ ２ ）　　 ３（ ８ ）　　 ４（１３）　　 ５（１３）
Q ８ 　チェックシートにより書写の学習内容を活用しやすかった
　　　　 １ 　　　    ２（ １ ）　　 ３（１１）　　 ４（１１）　　 ５（１３）
Q ９ 　ブレークアウトセッションが楽しかった
　　　　 １（ １ ）　　 ２（ ３ ）　　 ３（１１）　　 ４（１0）　　 ５（１１）
Q１0　鑑賞の時間が楽しかった
　　　　 １ 　　　    ２（ １ ）　　 ３（ ４ ）　　 ４（１３）　　 ５（１９）
Q１１　鑑賞の作業で他の人の個性や多様性を発見できた





















　　　　 １ 　　　    ２（ １ ）　　 ３（ ８ ）　　 ４（１７）　　 ５（１0）
Q ２ 　書写で学習してきた内容を活用することができた
　　　　 １ 　　　    ２（ １ ）　　 ３（ ９ ）　　 ４（１６）　　 ５（１0）
Q ３ 　半紙に練習する学習よりも楽しかった
　　　　 １（ ２ ）　　 ２（ ３ ）　　 ３（１0）　　 ４（１１）　　 ５（１0）
Q ４ 　全体をレイアウトする作業が参考になった
　　　　 １ 　　　    ２（ ３ ）　　 ３（ ５ ）　　 ４（ ９ ）　　 ５（１９）
Q ５ 　書写で学習した内容よりもデザインや装飾の方を意識した
　　　　 １（ ３ ）　　 ２（ ４ ）　　 ３（１４）　　 ４（１１）　　 ５（ ４ ）
Q ６ 　デザインや装飾を意識することにより書写の学習内容や目標観がよく見えた
　　　　 １ 　　　    ２（ ２ ）　　 ３（１８）　　 ４（ ９ ）　　 ５（ ６ ）　　 無記入（ １ ）
Q ７ 　鑑賞の時間が楽しかった
　　　　 １（ １ ）　　 ２（ １ ）　　 ３（ ４ ）　　 ４（１２）　　 ５（１９）
Q ８ 　鑑賞の作業で他の人の個性や多様性を発見できた





　　　　 １（ １ ）　　 ２ 　　　    ３（ ３ ）　　 ４（ ７ ）　　 ５（２５）
Q ２ 　小筆の扱い方が難しかった
　　　　 １ 　　　    ２（ １ ）　　 ３（ ６ ）　　 ４（１８）　　 ５（１１）
Ⅳ　考察
　はじめに俳句と短歌創作の活動でのアンケート結果を見ていきたい。この展開において注目








































































　終りの小筆の活用に関する Q １ については、かなりの肯定的な回答が寄せられた。ともに小























しい」と明記された。文部科学省『小学校学習指導要領解説　国語編』20１7年 6 月 p. １64
2 ）学習指導要領では第 3 ・ 4 学年の書写のウに「毛筆を使用して点画の書き方への理解を深
め、筆圧などに注意して書くこと」と毛筆による基本点画の学習の重視が明示された。文
部科学省『小学校学習指導要領』20１7年 3 月 p. １8
3 ）平形精一「書写書道教育における基礎・基本について―字形原理の考察を通して―」『書
写書道教育研究』第１3号　１999年 3 月、押木秀樹「汎用性と合理性という視点からみた

























8 ）学習指導要領の第 5 ・ 6 学年の書写では「ア用紙全体との関係に注意して、文字の大きさ
や配列などを決めるとともに、書く速さを意識して書くこと。…ウ目的に応じて使用する
筆記具を選び、その特徴を生かして書くこと」と示されている。前掲 2 　p. 2１








書く活動」と明示されている。前掲 2 　p. 23
１3）『国語』五　銀河　光村図書出版　2020年 2 月 5 日　p. 60～63
１4）前掲１2
１5）『国語』六　創造　光村図書出版　2020年 2 月 5 日　p. 60～63
１6）筆者が調べた 5 社（光村図書出版・東京書籍・教育出版・学校図書・日本文教出版）の書
写 5 ・ 6 年生の教科書では概ねポスターやリーフレット作成を教材や資料として採用して
いた。
１7）『書写』五年　光村図書出版　2020年 2 月 5 日　p. 22～25
１8）『書写』六年　光村図書出版　2020年 2 月 5 日　p. １3～１4
１9）久米公『書写書道教育要説』萱原書房　１989年１１月25日　p. 67～86
20）『心をつないで　図画工作 5 ・ 6 上』『ゆめを広げて　図画工作 5 ・ 6 下』　開隆堂出版



























































1 ．会長 1 名
2 ．運営委員10名（会長を含む）










1 ．会長は， 2 年として再任を妨げない。
2 ．運営委員は，原則 2 年として再任を妨げない。
3 ．会計監事は， 1 年として再任を妨げない。
第 4章　総　　　会
第14条　総会は，本会の最高決議機関であり，次の定めによる。
1 ．総会は，会長が年 1 回これを招集する。総会は正会員（委任状を含む）の過半数により
成立する。議決は出席者の過半数による。



























3 ．本会則は，平成26（2014）年 5 月31日より実施する。
4 ．本会則は，平成28（2016）年 6 月 5 日より一部改訂して，実施する。
5 ．本会則は、平成30（2018）年 6 月 9 日より実施する。
細　　　則
1 ．第 4 条に基づく機関誌『創大教育研究』は，運営委員会が会員の中から委託した編集委
員により，別に定められた〈編集規定〉にのっとり，原則として毎年 1 回発行する。
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